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◇  2025春季生活闘争 最終回答集計結果 
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７
月
20
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
27
回
参

議
院
議
員
選
挙
で
兵
高
教
推
薦
の
み
ず
お
か
俊
一

さ
ん
（
兵
庫
県
教
職
員
組
合
出
身
）
が
、
見
事
再

選
を
果
た
し
ま
し
た
。
日
教
組
に
結
集
す
る
全
国

の
現
職
・
退
職
者
が
力
を
合
わ
せ
て
全
力
で
と
り

く
ん
だ
結
果
が
こ
の
勝
利
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

み
ず
お
か
さ
ん
は
、
兵
庫
県
選
挙
区
で
２
期
12

年
、
比
例
代
表
で
１
期
６
年
、
計
18
年
に
わ
た
っ

て
教
育
現
場
の
声
を
国
会
に
届
け
、
誰
で
も
学
べ

る
社
会
、
安
心
し
て
働
け
る
社
会
、
平
和
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
と
り
く
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
旧
民
主
党
政
権
下
で
２
０
１
０
年
に
始
ま
っ

た
高
校
授
業
料
実
質
無
償
化
、
２
０
２
２
年
の
教

員
免
許
更
新
制
廃
止
等
の
実
現
に
む
け
て
中
心
的

役
割
を
果
た
さ
れ
た
の
も
み
ず
お
か
さ
ん
で
す
。

先
の
通
常
国
会
で
の
給
特
法
等
の
改
正
法
案
の
審

議
に
お
い
て
も
、
学
校
の
実
態
に
基
づ
い
た
厳
し

い
質
問
で
石
破
首
相
・
阿
部
文
科
大
臣
・
文
科
省

等
を
追
及
し
、
一
定
の
回
答
を
引
き
出
す
と
と
も

に
、
よ
り
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
修
正
案
の

作
成
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
北
海
道
選
挙
区
で
は
勝
部
け
ん
じ
さ
ん

（
北
海
道
教
職
員
組
合
出
身
）
が
再
選
を
果
た
さ

れ
る
と
と
も
に
、
三
重
県
選
挙
区
で
は
新
人
の
小

島
と
も
子
さ
ん
（
三
重
県
教
職
員
組
合
出
身
）
が

当
選
し
、
日
政
連
議
員
が
ま
た
１
人
増
え
ま
し
た
。 

教
育
施
策
は
法
令
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
法
府
（
国
会
）
に
教
育

現
場
を
経
験
し
、
実
態
を
熟
知
し
て
い
る
議
員
は

ご
く
わ
ず
か
し
か
い
ま
せ
ん
。
今
回
当
選
さ
れ
た

方
が
た
を
は
じ
め
と
し
た
衆
参
両
院
の
日
政
連
議

員
は
「
教
育
の
議
席
」
と
し
て
極
め
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
昨
年

の
兵
庫
県
知
事
選
挙
同
様
、
根
拠
の
な
い
デ
マ
や

誹
謗
中
傷
が
飛
び
交
い
、
さ
ら
に
は
国
政
政
党
の

代
表
者
や
候
補
者
自
ら
が
公
然
と
差
別
発
言
を
繰

り
返
す
な
ど
、
選
挙
運
動
そ
の
も
の
が
差
別
と
偏

見
を
煽
り
、
人
権
侵
害
を
繰
り
返
し
、
分
断
と
対

立
、
排
除
が
拡
が
る
由
々
し
き
事
態
を
招
い
て
い

ま
す
。 

 

私
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
平
和
・
人
権
・
民

主
主
義
・
多
様
性
の
尊
重
・
共
生
と
い
っ
た
理
念

を
守
り
、
社
会
に
広
げ
て
い
く
と
り
く
み
が
、
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教

育
に
携
わ
る
私
た
ち
は
真
実
に
基
づ
き
、
反
知
性

主
義
の
横
行
に
対
抗
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。 兵

高
教
は
日
教
組
に
結
集
す
る
全
国
の
な
か
ま

と
と
も
に
働
く
な
か
ま
や
志
を
同
じ
く
す
る
な
か

ま
と
幅
広
く
連
帯
し
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
多
様
性
を
認
め
合
う
平
和
な
共
生
社
会

の
実
現
と
真
の
民
主
主
義
の
堅
持
に
向
け
て
と
り

く
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
公
教
育
を

守
り
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
づ
く
り

に
向
け
て
、
学
校
現
場
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
日
政

連
議
員
団
と
連
携
し
て
山
積
す
る
教
育
課
題
の
解

決
に
向
け
て
と
り
く
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

第 27 回参議院議員選挙・比例代表 

みずおか俊一さん再選！ 
＝勝部けんじさん（北海道選挙区）・小島とも子さん（三重県選挙区）ら日政連候補者全員当選‼！＝ 

当選あいさつはこちらから↓→ 
https://www.youtube.com/shorts/ROM
1yKChsPQ 

公
務
員
連
絡
会 

人
勧
期
中
央
行
動
を
実
施 

 
 

公
務
員
連
絡
会
は
７
月
23

日
、全
電
通
会
館
に
お
い
て
２

０
２
５
年
人
勧
期
中
央
決
起
集
会
を
開
催
し
、全
国
か
ら
約

４
０
０
人
の
組
合
員
が
結
集
し
ま
し
た
。兵
高
教
か
ら
は
久
江

達
也
さ
ん
（
武
庫
荘
総
合
分
会
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、渡
邉
議
長
は
、物
価
高
騰
と
実
質
賃
金
の
減
少
が
続

く
中
で
、「
真
に
生
活
改
善
に
つ
な
が
る
賃
金
引
上
げ
」
と
「
若

年
層
か
ら
中
堅
・高
齢
層
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
賃
金
体
系

の
確
立
」
の
必
要
性
を
強
調
し
、職
場
・地
域
で
組
合
員
が
積

み
上
げ
て
き
た
64

万
筆
超
の
署
名
の
重
み
を
人
事
院
に
届

け
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
勧
告
を
実
現
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。 

続
い
て
登
壇
し
た
連
合
・清
水
事
務
局
長
は
、参
院
選
の
総

括
と
連
合
春
闘
の
成
果
を
踏
ま
え
、「
働
く
者
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
」
実
現
に
向
け
た
連
帯
の
意
志
と
、人
事
院
勧
告
へ

の
期
待
を
表
明
し
ま
し
た 

森
永
事
務
局
長
は
基
調
提
起
の
中
で
、全
世
代
の
月
例
給

の
引
き
上
げ
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
賃
金
体
系
確
立
の
必
要

性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、官
民
較
差
に
大
き
く
影
響
す
る

比
較
企
業
規
模
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、過
去
の
経
緯
や
現
在

の
政
治
・社
会
情
勢
を
踏
ま
え
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、人
事
院
に
対
し
て
、原
則
的
な
考
え
方
や
合
理
的

な
根
拠
を
明
確
に
示
す
よ
う
求
め
、そ
の
検
討
状
況
を
厳
し

く
追
及
し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

次
に
、各
構
成
組
織
の
代
表
が
登
壇
し
、そ
れ
ぞ
れ
力
強
く

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。続
い
て
、連
合
・仁
平
総
合
政
策
推

進
局
総
合
局
長
に
よ
る
２
０
２
５
春
闘
総
括
の
講
演
を
受
け

ま
し
た
。 

そ
の
後
、集
会
と
同
時
並
行
で
行
わ
れ
た
人
事
院
職
員
福

祉
局
長
・給
与
局
長
と
の
交
渉
を
終
え
た
書
記
長
ク
ラ
ス
交

渉
団
が
会
場
に
戻
り
、森
永
事

務
局
長
が
人
事
院
と
の
交
渉

結
果
に
つ
い
て
「
給
与
局
長
か

ら
は
『
集
計
中
』
『
検
討
中
』
と

い
っ
た
回
答
に
終
始
し
、
納
得

の
い
く
説
明
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。 

 

集
会
は
、
渡
邉
議
長
に
よ
る

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

２０２５年度青年部職場実態調査 
にご協力をお願いします！ 

  
 調査期間：７月１日（火）～１０月１５日（水） 
  
 調査方法：下記ＵＲＬまたは二次元コード 

より回答してください。 

https://forms.gle/yfKvQHom3SyUrAxFA 

兵高教 今後の主な日程 

■ 第６回臨採者学習会  

日時:８月２日（土）13:30～16:30 

場所:神戸市教育会館 402 号室 

内容：二次試験に向けて   
 
■ 第９回臨時・非常勤教職員等全国交流集会 

  日時:８月２３日（土）13:00～20:00 

場所:日本教育会館 
 
■ 第 44 回高校教育シンポジウム  

日時:10 月 3 日（金）13:00～４日（土）12:00 

場所：日本教育会館 
 
■ 第 16 回 TOMO‐KEN（青年教育実践交流集会） 

   日時：10 月 11 日（土）13:00～12 日（日）11:30 

場所:日本教育会館  ※上記案内参照 
 

■ 兵高教第 3６次教育研究集会 

日時:10 月 18 日（土）10:00～16:30 

場所:神戸市教育会館５０１/５0２号室 

      ※分科会での実践報告を募集しています。 
 
■ 第20回日教組近畿ブロック臨時採用教職員部交流会 

日時:11月3日（日・祝）13:00～16:20  

※終了後懇親会あり 

場所:コリアンタウン周辺・いくのパーク会議室 

 

 

貴重な学習の機会です。近畿各府県や全国のなかまとの交流から

多くのものを得ることができます。組合員のみなさんの積極的なご参

加をお待ちしています。 

８月２日の臨採者学習会は組合員以外の方の参加も 

大歓迎です。職場等での声かけをお願いします。 

案内は右の二次元コードからダウンロードできます。 

支部総会・専門部総会 
  

現業職員部総会 ８月９日（土）10:00～ 
 
阪神支部総会 8月30日（土）14:30～16:30 
 
※会場はいずれも書記局会議室（神戸市教育会館5階） 

２０２５春季生活闘争 最終回答集計結果 

昨年を上回る賃上げ! 
 
連合は７月1日（火）10:00時点で、２０２５春季生活闘争の第7回（最
終）回答集計を行い、７月３日に公表しました。概要は以下の通りです。 
 
○ 月例賃金改善（定昇維持含む）を要求した５，５９９組合中５，４７５組合

が妥結済み（97.8％）。うち賃金改善分獲得が明らかな組合は３，１８９

組合・58.2％で、比較可能な２０１３闘争以降では組合数・割合とも最も

高い。 
 
○ 平均賃金方式で回答を引き出した５，１６２組合の加重平均（規模計）

は１６，３５６円・５．２５％（昨年同時期比１，０７５円増・０．１５ポイント増）と

なった。１９９１年(5.66％)以来３３年ぶりの 5％超えであった昨年を上

回った。３００人未満の中小組合（３，６７７組合）は、１２，３６１円・4.65％

（同１，００３円・０．２０ポイント増）であった。規模計と中小組合のいずれも

昨年同時期を上回っている。 
 
○ 賃上げ分が明確にわかる 3,594 組合の賃上げ分は１１，７２７円・

3.70％（同１，０３３円増・０．１４ポイント増）、うち ３００人未満の中小組合

２，２８５組合の加重平均は 9,468 円・3.49％（同１，２１２円増・０．３３ポ

イント増）で、賃上げ分が明確にわかる組合の集計を開始した２０１５闘

争以降の最終集計結果と比べ、最も高い。 
 
○ 有期・短時間・契約等労働者の賃上げ額は、加重平均で、時給 66.98

円（同４．２８円増）、昨年同時期を上回った。時給の引上げ率（概算）は

5.81％で、一般組合員（平均賃金方式）を上回っている。 
 
○ 企業内最低賃金協定改定の回答額は着実に上昇している。 
 
○ すべての労働者の立場にたった「働き方」の改善やジェンダー平等・多

様性の推進に向けても引き続き数多くの取り組みがなされている。 

 

https://forms.gle/yfKvQHom3SyUrAxFA

